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は
じ
め
に

　

昭
和
期
建
築
と
し
て
初
め
て
国
の
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
た
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る

「
明
治
生
命
館
」
の
１
階
ラ
ウ
ン
ジ
部
分
を
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ

と
用
途
変
更
し
、
改
修
を
行
っ
た
。
改
修
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
歴
史
的
意
匠
に
最
大
限

配
慮
し
つ
つ
新
し
い
美
術
館
機
能
と
の
共
存
を
図
り
、
保
存
と
公
開
活
用
を
両
立
す
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
な
使
命
と
理
解
し
、
そ
の
実
現
を
図
っ
た（
挿
図
1
）。
そ
の
具
体
的
な

取
組
み
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ
き
た
い
。

明
治
生
命
館
の
歴
史
と
保
存
再
生

　

ま
ず
本
建
造
物
の
成
立
ち
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
意
匠
設
計 

岡
田
信
一
郎
・

捷
五
郎（
兄
弟
）、
構
造
設
計 

内
藤
多
仲
ら
の
尽
力
に
よ
り
昭
和
九
年（
一
九
三
四
）に
竣

工
し
た
「
明
治
生
命
館
」
は
、
日
本
近
代
の
古
典
主
義
様
式
の
最
高
傑
作
と
し
て
そ
の
発

展
に
寄
与
し
た
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る（
挿
図
2
）。
長
期
に
わ
た
り
明
治
生
命
本
社
ビ
ル

と
し
て
使
い
続
け
ら
れ
、
戦
後
一
九
四
五
～
五
六
年
に
お
け
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
接
収
な

ど
、
昭
和
の
激
動
期
を
乗
り
越
え
た
後
、
平
成
九
年（
一
九
九
七
）に
昭
和
期
の
建
造
物
と

し
て
初
め
て
、
国
の
重
要
文
化
財（
建
築
物
）に
指
定
さ
れ
た
。

　

平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）に
は
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
の
発
足
、
本
社
ビ
ル

建
設
と
連
動
し
た
街
区
再
開
発
に
伴
い
大
規
模
な
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
、
主
要
部
分
の

当
初
形
式
・
歴
史
的
意
匠
を
保
ち
重
要
文
化
財
と
し
て
保
存
を
行
い
つ
つ
、
機
能
性
・
居

住
性
・
安
全
性
の
向
上
と
利
活
用
が
図
ら
れ
、
歴
史
的
・
現
代
的
価
値
を
併
せ
持
つ
丸
の

内
地
区
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
し
て
文
化
財
建
造
物
の
動
態
保
存
が
実
現
さ
れ
て
い
る
（
挿

図
3
）。
こ
の
整
備
事
業
の
際
、
北
側
１
階
の
吹
抜
空
間
に
面
し
た
2
階
の
廻
廊
と
、
廻

廊
に
面
し
Ｇ
Ｈ
Ｑ
接
収
時
に
対
日
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
特
別
会
議
室
は
、
創
建
時
へ
の

復
元
な
ど
家
具
什
器
も
含
め
た
整
備
保
存
が
な
さ
れ
、
戦
後
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
貴
重

な
空
間
と
し
て
現
在
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る（
挿
図
4
）。
ま
た
創
建
時
よ
り
事
務
室
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
吹
抜
部
は
、「
明
治
生
命
館
」
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
親
し
ん
で

も
ら
う
た
め
、
常
に
一
般
に
公
開
さ
れ
る
明
治
生
命
館
街
区
の
ラ
ウ
ン
ジ
と
し
て
整
備
さ

れ
、
歴
史
的
建
造
物
を
体
感
で
き
る
特
徴
的
な
空
間
と
し
て
、
Ｔ
Ｖ
番
組
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
ブ
ラ
ン
ド
の
新
作
発
表
会
等
に
も
利
用
さ
れ
て
き
た（
挿
図
5
）。

展
示
空
間
改
修
に
よ
る
新
た
な
価
値
創
造

　

整
備
事
業
よ
り
十
七
年
を
経
て
、
上
記
ラ
ウ
ン
ジ
を
さ
ら
に
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

三
菱
第
二
代
社
長
の
岩
﨑
彌
之
助
氏
と
第
四
代
社
長
の
岩
﨑
小
彌
太
氏
が
設
立
し
た
静
嘉
堂

を
祖
と
し
、
曜
変
天
目
茶
碗
に
代
表
さ
れ
る
数
々
の
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
美
術
品
を
保
有

す
る
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
誘
致
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
美
術
館
の

展
示
空
間
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
厳
し
い
性
能
条
件
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
計
画
の
実
現
に

は
、
多
く
の
課
題
が
予
想
さ
れ
た
も
の
の
、
上
述
の
通
り
保
存
再
生
さ
れ
た
2
階
の
特
別
会

議
室
と
廻
廊
に
面
し
た
象
徴
的
な
吹
抜
部
に
、
美
術
館
の
展
示
空
間
を
新
た
に
重
ね
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
保
存
と
公
開
活
用
を
両
立
し
て
新
旧
の
相
乗
効
果
に
よ
る
新
た
な
価
値
が
創

造
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た（
挿
図
6
）。
ゆ
え
に
私
達
は
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ

て
、
歴
史
的
な
建
築
文
化
を
実
際
に
体
験
し
得
る
意
義
深
い
場
の
創
出
を
目
指
し
た
。

保
存
と
公
開
活
用
を
両
立
す
る
歴
史
的
建
造
物
の
展
示
空
間
改
修

／
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館 

明
治
生
命
館
1
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
静
嘉
堂
＠
丸
の
内
）

大
内　
靖
志
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挿図1　展示空間改修 吹抜部（ホワイエ）2022年

挿図2　皇居外苑に面する明治生命館　1934年創建

挿図3　複合オフィスビルとして整備　2005年

挿図4　2階 特別会議室挿図5　1階 吹抜ラウンジ

北側2階 平面図 北側1階 平面図

挿図6　改修計画図

断面図 



36

・
吹
抜
部（
ホ
ワ
イ
エ
）と
展
示
室
の
関
係

　

ま
ず
始
め
に
、
通
常
は
安
定
し
た
展
示
環
境
を
保
持
す
る
た
め
に
閉
鎖
的
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
展
示
空
間
を
新
た
に
吹
抜
部
に
面
し
て
挿
入
す
る
こ
と
で
、
こ
の
空
間
が
元
来

持
っ
て
い
た
広
が
り
の
あ
る
壮
麗
な
空
間
性
を
損
な
う
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
意
匠

上
の
工
夫
が
必
要
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
吹
抜
部
に
表
出
す
る
展
示
室
の
境
界
壁
は
、

自
立
す
る
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
ガ
ラ
ス
と
遮
光
フ
ィ
ル
ム
貼
り
の
ガ
ラ
ス
を
、
レ
イ
ヤ
ー
状
に

交
互
に
配
置
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
ガ
ラ
ス
壁
の
周
囲
に
は
間
接
照
明
を
組
込
む
こ
と

で
、
視
覚
的
効
果
に
よ
る
新
旧
の
奥
行
き
感
を
演
出
し
た
。
ま
た
こ
の
手
法
に
よ
り
、
既

存
の
力
強
い
古
典
的
な
架
構
形
式
の
中
に
、
反
射
と
透
過
が
重
な
り
合
う
展
示
室
の
境
界

壁
が
現
れ
、
ま
さ
に
新
旧
が
併
存
し
て
共
鳴
す
る
様
を
体
感
で
き
る
空
間
を
創
出
で
き

た
。
さ
ら
に
境
界
壁
の
遮
光
フ
ィ
ル
ム
貼
り
ガ
ラ
ス
を
通
じ
て
、
ほ
の
か
に
展
示
室
内

の
様
子
を
中
央
の
吹
抜
部
（
ホ
ワ
イ
エ
）
側
か
ら
見
通
せ
る
、
逆
に
展
示
室
内
か
ら
吹
抜

部
が
見
え
る
と
い
う
関
係
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
展
示
空
間
を
回
遊
し
な
が
ら
も
、
明
治
生

命
館
と
い
う
建
築
と
共
存
し
て
い
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
な
試
み
を
行
っ
た
（
挿
図

7
）。
展
示
室
内
に
お
い
て
も
、
既
存
建
築
の
特
徴
的
な
要
素
を
で
き
る
限
り
遺
し
、
新

た
に
設
置
す
る
部
分
と
の
共
存
を
図
っ
た
。
展
示
室
2
で
は
創
建
時
の
趣
深
い
押
釦
や
階

数
表
示
を
含
む
Ｅ
Ｖ
開
口
を
、
展
示
室
3
で
は
石
貼
り
の
柱
型
や
ア
ー
チ
状
の
開
口
部
を

遺
し
た
状
態
と
し
、
既
存
の
要
素
に
囲
ま
れ
る
鑑
賞
動
線
の
中
に
、
新
し
い
展
示
ケ
ー
ス

を
配
置
し
て
、
新
設
の
展
示
室
と
し
た（
挿
図
8
、
9
）。
こ
う
し
た
所
作
に
よ
り
、
美
術

鑑
賞
を
行
い
つ
つ
、
現
代
に
遺
る
歴
史
的
建
造
物（
レ
ガ
シ
ー
）を
肌
で
感
じ
と
れ
る
よ
う

計
画
し
た
。

展
示
空
間
と
し
て
の
性
能
確
保

　

重
要
文
化
財
で
あ
り
現
在
も
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
本
建
造
物
を
、

国
宝
や
重
要
文
化
財
級
の
美
術
・
工
芸
品
の
展
示
・
収
蔵
を
可
能
と
す
る
空
間
へ
と
、
し

か
も
居
な
が
ら
で
の
改
修
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
性
能
確
保
の
面
で
、
施
工
性
を
含
め

様
々
な
課
題
が
あ
っ
た
。
要
求
性
能
の
設
定
に
際
し
て
は
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
の
学
芸

員
の
皆
さ
ま
と
継
続
的
に
打
合
せ
を
行
い
、
ま
た
要
所
で
は
関
係
行
政
と
の
協
議
を
実
施

挿図7

挿図8　展示室２　ＥＶ開口の遺る壁面

ホワイエから展示室内を見る 展示室内からホワイエを見る

挿図9　展示室３　柱型やアーチ開口が遺る
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し
、
様
々
な
知
見
を
ま
と
め
な
が
ら
一
つ
一
つ
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
。
新
築
と
異
な

り
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
追
求
し
て
い
く
改
修
計
画
に
お
い
て
、

様
々
な
視
点
で
の
三
次
元
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
具
体
的
な
検

証
を
、
愚
直
に
行
い
な
が
ら
設
計
を
進
め
た
。

・
温
湿
度
・
空
気
質
管
理

　

最
重
要
課
題
で
あ
る
温
湿
度
・
空
気
質
管
理
に
関
す
る
空
調
設
備
計
画
は
、
基
本
と
な

る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
計
画
の
初
期
段
階
に
、
展
示
・
収
蔵
室
内

の
基
準
と
な
る
温
湿
度
条
件
を
設
定
し
、
こ
の
基
準
に
適
合
す
べ
く
、
一
室
一
空
調
機
対

応
と
な
る
よ
う
各
所
に
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
専
用
空
調
機
を
新
設
し
、
各
室
へ
の
供
給

（
循
環
）を
行
う
計
画
と
し
た
。
空
調
機
に
は
ケ
ミ
カ
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
を
設
置
し
て
室
内
の

空
気
質
に
配
慮
し
、
美
術
・
工
芸
品
へ
の
劣
化
影
響
を
最
小
化
し
た
。
各
室
へ
の
供
給

（
循
環
）ル
ー
ト
は
既
存
躯
体
へ
干
渉
す
る
こ
と
な
く
室
内
の
天
井
高
さ
を
確
保
で
き
る
よ

う
、
ま
た
室
内
で
空
調
空
気
が
澱
み
無
く
循
環
す
る
よ
う
、
三
次
元
モ
デ
ル
を
用
い
た
検

証
を
行
い（
挿
図
10
）、
具
現
化
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
展
示
室
新
設
に
伴
っ
て
、
吹
抜
部
空

調
の
給
排
気
ル
ー
ト
の
再
構
成
が
必
要
で
あ
っ
た
。
吹
抜
空
間
に
お
い
て
は
歴
史
的
意
匠

を
最
大
限
尊
重
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
た
め
、
建
築
と
設
備
の
慎
重
な
調
整

に
よ
り
、
新
た
な
展
示
室
天
井
や
吹
抜
部
に
表
出
す
る
境
界
壁
の
中
に
、
空
調
ダ
ク
ト
や

給
排
気
口
を
隠
蔽
す
る
計
画
の
実
現
を
図
っ
た（
挿
図
11
）。

・
防
火
対
策

　

展
示
空
間
に
求
め
ら
れ
る
防
火
性
能
を
確
保
す
る
た
め
、
吹
抜
部
と
展
示
室
の
境
界
壁

や
ガ
ラ
ス
窓
は
耐
火
性
能
を
保
有
す
る
材
で
構
成
し
た
。
ま
た
各
展
示
室
の
出
入
口
に
は

境
界
壁
の
奥
行
き
を
利
用
し
て
常
開
防
火
戸
を
組
込
み
、
展
示
室
ま
わ
り
に
火
災
時
の
防

護
区
画
を
形
成
し
た
。
こ
の
区
画
形
成
に
よ
り
展
示
室
内
に
ガ
ス
消
火
設
備
を
導
入
し
消

火
時
の
美
術
品
保
護
を
図
っ
て
い
る
。
か
つ
関
係
行
政
と
の
協
議
や
指
導
に
基
づ
き
、
美

術
館
エ
リ
ア
の
周
囲
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
延
焼
性
の
検
討
も
行
っ
た
。
既
存
建
築

の
調
査
も
並
行
し
つ
つ
、
一
部
に
防
火
区
画
を
設
定
し
た
。

・
浸
水
対
策

　

今
回
は
1
階
を
展
示
空
間
と
す
る
計
画
の
た
め
、
周
辺
が
浸
水
し
た
場
合
も
想
定
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
そ
の
対
策
を
立
案
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
建
物
外
部
に
面

挿図10　空調供給（循環）ルートの3次元モデル検討
　　　　展示室、及び、吹抜部（ホワイエ）へのルートも再構成している

挿図11　ホワイエ／展示室の構成と空調方式
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し
た
開
口
部
に
お
け
る
止
水
版
の
各
所
対
応
や
展
示
ケ
ー
ス
の
高
さ
設
定
の
確
認
を
行

い
、
浸
水
リ
ス
ク
に
関
し
て
も
万
全
を
期
す
計
画
と
し
た
。

・
展
示
環
境
の
設
計

美
術
品
鑑
賞
に
お
い
て
主
題
と
な
る
展
示
環
境
の
設
計
に
つ
い
て
は
、
学
芸
員
の
皆
さ
ま

や
展
示
設
計
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
丹
青
社
に
参
画
頂
き
、
定
期
的
な
打
合
せ
で
詳

細
の
検
討
を
重
ね
、
多
く
の
知
見
を
基
に
、
理
想
的
な
展
示
環
境
の
実
現
に
取
り
組
ん

だ
。
展
示
室
内
の
照
明
計
画
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
と
し
、
高
演

色
性
か
つ
色
温
度
可
変
、
調
光
可
能
な
器
具
を
採
用
し
て
、
展
示
ケ
ー
ス
配
置
に
合
わ
せ

た
設
計
を
行
っ
た
。
ま
た
造
り
付
け
の
壁
面
展
示
ケ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
学
芸
員
の
方
の

強
い
ご
意
見
を
取
り
入
れ
、
ス
ラ
イ
ド
収
納
式
視
野
調
整
パ
ネ
ル
を
開
発
し
、
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
展
示
作
品
の
形
状
、
大
き
さ
に
よ
っ
て
最
適
な
ガ
ラ
ス
開
口
高
さ
を
簡
便

に
調
整
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
た
。
ま
た
こ
の
パ
ネ
ル
の
背
後
に
ケ
ー
ス
外
照
明
取
付
用

治
具
を
設
置
し
て
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
設
置
で
き
る
よ
う
工
夫
を
行
い
、
展
示
作
品
へ

の
照
射
環
境
自
由
度
の
向
上
を
図
っ
た（
挿
図
12
）。

ま
と
め
：

活
用
し
な
が
ら
歴
史
空
間
を
発
信
す
る
明
治
生
命
館
・
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館

　

多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に
支
え
ら
れ
、
二
〇
二
二
年
十
月
に
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
（
静

嘉
堂
＠
丸
の
内
）
が
開
館
し
、
現
在
多
く
の
人
々
が
こ
の
空
間
を
訪
れ
美
術
品
を
鑑
賞
し

つ
つ
「
明
治
生
命
館
」
を
実
体
験
し
て
い
る
。
ま
た
美
術
館
の
訪
問
者
が
、
歴
史
的
価
値

の
高
い
こ
の
館
の
一
般
公
開
部
分
（
美
術
館
2
階
に
面
す
る
特
別
会
議
室
や
、
隣
接
す
る

店
頭
営
業
室 

等
）
に
も
足
を
運
ぶ
こ
と
で
新
し
い
体
験
価
値
が
生
み
出
さ
れ
た
と
思
う
。

当
初
よ
り
近
代
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
創
設
を
願
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
、

静
嘉
堂
創
設
者 

岩
﨑
彌
之
助
氏
の
意
思
を
継
ぎ
、
丸
の
内
と
い
う
日
本
を
代
表
す
る
オ

フ
ィ
ス
街
の
街
並
み
に
、
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
す
る
事
例
と
し
て
、
明
治
生
命
館
・
静

嘉
堂
文
庫
美
術
館
が
文
化
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
。（

竹
中
工
務
店　

設
計
部
）

挿図12　壁面展示ケース　スライド収納式視野調整パネル

所在地：東京都千代田区丸の内2-1-1
主な用途：美術館
敷地面積：11, 347㎡
建築面積：3,856㎡
延床面積：1,800㎡（改修面積）
設計：竹中工務店
施工：竹中工務店・丹青社


